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名都借の木 

「おかえり、 

栞の場所で待ってるよ」 

今年の読書週間の標語は 
「おかえり、栞の場所で待ってるよ」 

です。作者の水口真優子さんによれば、 
「日々の時間と環境は、時には私を置いて行って 
し ま う ほ ど 早 く 過 ぎ 去 っ て し ま う と き も あ る 
け れ ど 、 ほ っ と 開 い た 本 の 世 界 は 、 私 の 帰 り を 
待ってから進んでくれる・・・」 

とのことです。途中で読むのをやめてしまっても、本は待って 
いてくれるのです。さあ、栞を持って本の世界へ行きましょう。 

 世界で１番長い小説としてギネスワールドレコードに記録されて 
いるのはプルースト著「失われた時を求めて」です。 

960 万 9 千文字で綴られたこの小説は 20 世紀を代表する作品 
であり、その後の文学に大きな影響を与えたといわれています。 

ちなみに最も長い日本の小説は、山岡荘八著「徳川家康」とも、 
中里介山著「大菩薩峠」とも言われていますが、はっきりとした 
記録はないようです。 

 本を読んでいると、いろいろな理由で読むのを中断して 
しまうことがあります。そんな時は、その本と再び向き合う 
ときが来るまで、読みかけの場所に栞をはさんで置いておくと 
よいかもしれません。 
 図書館の本は皆さんでお使いいただくため、ずっと栞を 
挟んでおくことが出来ません。このため読書通帳などに、 
どこまで読んだか記録しておくことをおすすめします。 

 木の図書館では、しおりを貸出カウンターに用意して 
おりますので、ご自由にお持ちください。 
 返却本に挟まっていたお忘れ物には、しおり代わりに 
お使いになったと思われるものが多く、中には氏名・ 
住所など個人情報が記載されているはがきや領収書など 
もありますので、お気をつけ下さい。 

読書通帳の 1 例。流山市立 
図書館でお配りしているもの 

貸出カウンターに 
しおりを用意して
います。 

「失われた時を求めて」1, 13 巻 
(岩波書店)と、プルーストの 
入門書であるコンパニョン著 
「プルーストと過ごす夏」（光文社） 

201９年度読書週間 10/27-11/9 

 

 



 

 
 
 

 

   

 

  

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
                                         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

他にこんな本もあります！ 

この本もおすすめです！ 

  ●「大活字本」をご存知ですか？ 
視力の弱い方（低視力者や高齢者など）にも読みやすいように、文字の大きさや行間等を調整し、大きな 

活字で編集されている本があります。これを、「大活字本」（大活字図書、大活字版など）といいます。 
内容は、通常サイズのものと同じですが、文字が大きいため、分冊になっているものが殆どです。 
一般書もありますが、比較的小説やエッセイなどが多くあり、タイトル数も徐々に増えています。 

 《所蔵館》中央図書館、森の図書館、木の図書館  
   

●「点字資料」も所蔵しています 
「点字資料」は、視覚障害がある方のため、たて 3 点、よこ２点の六つの点の組み合わせからなる音標文字 
で記述された図書です。 
 《所蔵館》中央図書館、森の図書館、こども図書館 
 
また、「点字・大活字解説書付き CD」も極少数あります。 
 《所蔵館》森の図書館、木の図書館 
 

どうぞお気軽にご利用くださいませ。 

辻山良雄／著 
『３６５日のほん』 

 （河出書房新社） 

～１日１冊 １年３６５冊～ 

 著 者 は 、 東 京 ・ 荻 窪 で 

「 T i t l e （ タ イ ト ル ） 」 と い う 

書店を営んでいます。 

書店の仕事は、本を紹介 

すること、として、開店以来、 

ウェブサイトでも１日１冊、 

毎日本を紹介し続けています。そんな著者が、ウェブ 

サイトで紹介している本とは別に、新たに選び、季節 

ごとに並べたのが本書です。「考える本」「くらし・ 

生活」「ことば、本の本」などジャンルごとにアイコンを 

つけ、時にはマンガも含め、毎日の本を紹介して 

くれています。紹介文だけでも楽しい１冊です。 

赤澤かおり/著 
『本棚の本』  
 （アノニマ・スタジオ） 

小林聡美/著 
『読まされ図書室』 

 （宝島社） 

本業の歌集だけでなく、エッセイ、 

翻訳など、さまざまな分野で活躍中の 

著者の読書日記。本を読みながら 

考えたおもしろいことが満載です。 

 

穂村 弘/著 
『きっとあの人は眠っているんだよ 
穂村弘の読書日記』 （河出書房新社） 

芥川賞作家の著者が、生まれて 

初めて手にした本から、死に方に 

関して考えたことまで…本を通して 

感 じ た こ と を 本 ご と に ま と め た 

１ 冊 。 紹 介 さ れ て い る ど の 本 も 

読んでみたくなります。 

津村喜久子／著 
『枕元の本棚』 (実業之日本社) 



 

 

 

 

 

 

１０月 ハロウィン工作 お菓子入れをつくろう！ 

１１月 灯りがともるクリスマスツリー 

１２月 クリスマスおはなし会スペシャル 

 みなさまのご参加、 

おまちしています♪ 

今回は、競技についての本をごしょうかいします。 
プレーを見ていて、「今のなんで反則？」「どういった意味があるの？」と 
感じたことはありませんか？ 
より楽しむために知っておきたいルールがのっている本をよんでみましょう！ 

できる！スポーツテクニック⑤ 

卓球 

前原 正浩／監修（ポプラ社） 

全１０巻シリーズのうちの１冊。 
ル ー ル 以 外 に も オ リ ン ピ ッ ク 

コ ラム がたく さん のって いて 、 
ラケットやラバーの説明もくわしく 
書かれているので、選手が試合前に 
おたがいのラケットを交換して見て 
いる理由が少しわかるかも。 

本の最後には用語解説もあるので 
「この意味は？」と思ったらすぐに
意 味を 調べる こと ができ ます 。 

スポーツなんでも事典 

バレーボール 

こどもくらぶ／編（ほるぷ出版） 

１６冊出ているシリーズのうちの 
１冊。 

ルールはもちろん、審判のおもな 
シグナルもカラーイラストでわかり
やすくまとまっています。 

引退後の選手の進路などものって 
います。 
 ビーチバレーやシッティング 
バレーボールなどのほかの競技に 
つ い て も 書 い て あ る の で 、 
オリンピック・パラリンピック前に 
ぜひよんでみてください。 

さあ、はじめよう！日本の武道① 

柔道 

こどもくらぶ／編（岩崎書店） 

全３巻シリーズのうちの１冊。 
柔道を知ろう・柔道をやって 

みよう・もっとくわしくなろうの 
３部構成で全く知らない人でも 
わかりやすくまとまっています。 

受け身や技などは写真で、足の 
動きはイラストでしょうかい 
されているので、「あの一瞬で 
こんな動きをしているのか」と 
いうのがわかります。ミニ知識も 
ぜひよんでみてください。 



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷土へのいざない vol. 22 

年末年始の閉館のお知らせ 

開館時間 火曜日～土曜日      :９時３０分～１９時 

                  
 

～水辺公園 

これからの木の図書館 
 

 

連絡先 
木の図書館  

電話：04-7145-8000 

流山市立図書館では、 
12 月 29 日（日)から 1 月４日（土）の間は、 

閉館となります。 
 また、12 月 28 日（土）は午後 5 時までの 
開館となります。 

 

木の図書館カレンダー    
休館日 月曜日（祝日の場合は火曜日） 

月末日（土・日・祝日を除く） 
    年末年始（12/29～1/4） 
 

流山市には水辺公園が３つあります。 

 まず木の図書館から一番近い『野々下水辺公園』。利根川と江戸川の水位調節を担う北千葉 

導水路の地上部に、小川の雰囲気を再現したものです。利根川の水が、岩から湧き出し、園内に 

作られた小川を流れ、坂川に流れていきます。（郷土へのいざない vol.19 参照） 

次に『運河水辺公園』。2000 年（平成 12 年）4 月に北千葉導水路が完成し、利根運河は 

導水路としての役目を終えました。現在は水質改善を図ることを主眼に、環境用水として 

親水公園の整備などが行われています。（郷土へのいざない vol.２１参照） 

そして最後『大堀川水辺公園』です。おおたかの森にあり、大堀川 

調節池と一体的な親水公園として平成 27 年にオープンしました。 

大堀川は流山おおたかの森駅を中心とした新市街地地区を流れる 

ため、周辺開発に伴う治水対策として整備が進められました。 

調節池は、50 年に一度の大雨でも氾濫しないよう設計され、 

約 161,000 立方メートル（小学校プール約 430 か所分）の洪水を 

調節することが出来ます。水害に悩まされてきた歴史があるから 

こそただ美しいだけでなく、多くの工夫がされているのですね。 

 

 
 大堀川水辺公園 

参考文献：流山市ホームページぐるっと流山 (更新日 平成２５年」５月７日) 


